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リフォーム工事 

続き間（8 帖・8 帖）、廊下（上部 2 階部分も含め）を解体し、大空間リビングダイニングに

改造 

 

 

構造 

基礎は残し、その上に再構築 

軸組工法：伝統構法・平屋建て・和小屋組 

材料：柱は檜、一部既存柱再利用、横架材は地松、一部既存梁再利用 

 

仕上げ 

屋根：ガルバニウム鋼板瓦棒葺き（ソーラーパネルを設置するため） 

外壁：漆喰塗、腰杉板鎧張り、相じゃくり焼き板張り 

内壁：漆喰塗 

床：桜ユニフローリング 

天井：小屋組み現し、化粧杉野地板（オイル塗り） 

塗装：外部木部浸透性保護塗料、内部柿渋・弁柄・松煙混合塗料の上ミツロウオイル塗り 

造作材：檜、杉、地松 

 

 


